システム数学1,2　移行措置教材　データの活用　〈テキスト〉
【解答】
p3　問1
	反復横とび（B表）

	階級（回）
	度数（人）
	累積度数（人）

	　　以上　　　未満
	
	

	25　～　30
	1
	1

	30　～　35
	3
	4

	35　～　40
	4
	8

	40　～　45
	7
	15

	45　～　50
	3
	18

	50　～　55
	2
	20

	計
	20
	


p3　問2
(1)　A表　35回以上40回未満の階級，B表　40回以上45回未満の階級
(2)　A表　3人，B表　5人
解き方
(2)　A表……2＋1＝3(人) 
B表……3＋2＝5(人) 
p4　問3
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p6　問4
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握　力(K，S両中学校1年男子)

解き方
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p6　問5
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p7　問6
	握　力（K中学校１年男子）

	階級（kg）
	度数（人）
	相対度数
	累積相対度数

	　以上　　　未満
	
	
	

	15　～　20
	1
	0.03
	0.03

	20　～　25
	3
	0.08
	011

	25　～　30
	6
	0.16
	0.27

	30　～　35
	10
	0.26
	0.53

	35　～　40
	8
	0.21
	0.74

	40　～　45
	7
	0.18
	0.92

	45　～　50
	2
	0.05
	0.97


	50　～　55
	1
	0.03
	1.00

	計
	38
	1.00
	


p7　問題1
(1)
	階級（点）
	度数（人）
	相対度数
	累積度数
	累積相対度数

	以上　　　未満
	
	
	
	

	20　～　30
	2
	0.04
	2
	0.04

	30　～　40
	4
	0.08
	6
	0.12

	40　～　50
	9
	0.18
	15
	0.30

	50　～　60
	11
	0.22
	26
	0.52

	60　～　70
	14
	0.28
	40
	0.80

	70　～　80
	6
	0.12
	46
	0.92

	80　～　90
	3
	0.06
	49
	0.98


	90　～ 100
	1
	0.02
	50
	1.00

	計
	50
	1.00
	
	


(2)　52％　
(3)　各階級の累積度数の，全体に対する割合が累積相対度数になっている。
(4)　累積度数

解き方
(2) 
[image: image9.wmf](%)

52

100

50

26

=

´


　（累積相対度数0.52より，52％）
p8　問7
7.25冊
解き方
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p10　問8
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平均値　22分
解き方
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p11　問9
6.5冊
解き方
値を大きさの順に並べると，
　　　1，2，2，3，3，4，5，5，5，6，7，8，8，9，10，11，11，13，14，18

小さい方から10，11番目の値6，7が中央に並ぶので，中央値は，
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p12　問10
5冊
p13　問11
容器A　5.5g，容器B　13.9g
解き方
容器A……53.3－47.8＝5.5(g) 
容器B……57.1－43.2＝13.9(g) 
p13　問題1
(ウ)

解き方
(ア)　いちばん多い点数は最頻値を表している。かならずいえるとは限らない。
(イ)　18番目に高かった生徒の点数は中央値を表している。かならずいえるとは限らない。
(ウ)　全員の点数の合計は，65×35＝2275 (点)
p15　問12
データの値を小さい順に並べると，
　　4，5，5，6，7，8，8，9
よって，
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p16　問13
例5から，最小値4，Q1＝6，Q2＝7.5，Q3＝8，最大値9
よって，下のような箱ひげ図が得られる。
[image: image20.jpg]



p17　問14
(1)　6，18
(2)　15
(3)　15
p18　例題1
 (1)
	
	A機器
	B機器

	最小値
	95
	97

	第1四分位数
	100
	97

	中央値
	102.5
	99.5

	第3四分位数
	105
	102

	最大値
	107
	103


[image: image21.png]90 95 100 105 (mmHg)




(2)　(1)より，四分位範囲は2機器とも5mmHgで同じであるが，
A機器の範囲は， 107－95＝12 (mmHg)

B機器の範囲は， 103－97＝6 (mmHg)

となるので，A機器の方が範囲は大きい。
よって，全体ではA機器の方が散らばりは大きい。
p18　問15
 (1)　データの値を小さい順に並べると，
　　　　A機器　　62，67，69，71，72，75，78，78，81
　　　　B機器　　50，51，51，55，55，57，58，58，60
	
	A機器
	B機器

	最小値
	62
	50

	第1四分位数
	68
	51

	中央値
	72
	55

	第3四分位数
	78
	58

	最大値
	81
	60


　　5数要約は右の表のようになるから，
　　下のような箱ひげ図が得られる。
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(2)　A機器の範囲は，81－62＝19(mmHg)
　　　　　　四分位範囲は，78－68＝10(mmHg)
　　B機器の範囲は，60－50＝10(mmHg)
　　　　　　四分位範囲は，58－51＝7(mmHg)
　　よって，A機器の方が散らばりが大きい。
p20　例題2
AとCのヒストグラムはデータの中央部分に関して対称なので，対応する箱ひげ図はイかウになる。
Aのデータが中央に集まっているから，箱の長さはより短い方になる。一方，Cのヒストグラムの山は両端にあり，広い区間にデータが散らばっているので，箱の長さは長くなる。
また，Bのヒストグラムはデータが左に偏って右に裾(すそ)をひいているので，箱ひげ図の右側のひげが長くなる。
よって，Aはイ，Bはア，Cはウに対応する。
p20　問16
Aの箱ひげ図は箱が右に偏っているので，
データが右側に集まっているといえる。
Bの箱ひげ図は箱が長く，両側のひげが短いので，
ヒストグラムは両端に山をもつ。
Cの箱ひげ図はデータの中央部分に関して対称なので，
ヒストグラムもほぼ対称になる。
よって，Aはア，Bはウ，Cはイに対応する。
p22　問17

1.55≦a＜1.65
解き方
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p22　問18

(1)　1.43×105 (km)
(2)　1.21×103 (m2)

p23　補充問題1
(1)　D
(2)　C
(3)　B
(4)　B，C
p23　補充問題2

A　1年生の最大値は12時間であるから，正しい。
B　10時間から14時間までの区間にいる人数と，
　　14時間から16時間までの区間にいる人数は，
　　ともに3年生全体のほぼ25%であるから，正しくない。
C　1年生，3年生ともに，
　　10時間から14時間までの区間にいる人数の割合は，
　　学年全体のほぼ25%であるから，正しくない。
D　1年生の最大値は12時間，
　　3年生の中央値は14時間であるから，正しい。
よって，正しいものは，A，D
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